
岩 木 山 鰭 の 調 発と集搭

犠 山 弘

r緒 -i 東北地方f誌がけ抱ぷ:燃の爵発は比較的新して，脅拡大きぐ鱒光を浴びるよう

民2去ったのは戦後。会議増産や外地号i揚者。入植地となったためである轟しかし，ぞれ以麓詑砕

いt幾夜か出 ~:<D開発が先人に￡って試みられ，その時代に応乙ずと土地利用がなされて来たので

怠る。いま岩木山訟3詫発が時代C袈籍民主、じtいかに進諮られて来吃か，そしてそれKともま

う集活がいかなる器態。よ詑成立して来たかをとむあげて湾銀し£うと思う。

f岩木山麓の自然、議埼 j

岩木山清弘前誌の北西淀ある為減火山系詑溺する或議えu...ri: ~ t京高500は込U::では比鞠き

議、頓d持活:盟し，それ以下では広大左菰野が発達してv¥るa 500てな以.と法一様記念、籍料をi'I

しているが.それ以下にやいては方向記よって傾斜令典託しているー叩ちな是認 50Qmから

200mまで応接寄斜金沢し， 200mから 100 mまでは緩やかな波状形ω変化はとんだ土弱彰

を示ず轟東額:~5001!1 から 300mまでやや説f頃斜をポすが，ぞれから 100 mまでは，緩題

斜となっている。

閥均:t500mから 200m匙綬傾斜を恭し，大秋1/1で洪積台地と捜しL:'¥ハる怨しえがでコて200

滋から 100mまでの繍斜面は殆んど見られないs 蕗義は500 mかもヰ OOm究で緩i顎斜で

あるが， 400mから 300mまでは一部営競して急、傾斜を示し 1300m:から 200mまで

は詫較的態傾斜で中村111に下D狭11'¥持難波丘を没してv¥るa しTとがって茜麓えも 200m以下

の斜面は廷られない姐

地形自守条件が方向rc .tつt柑興ずるよう民気候的保件も方向によって大きま桔.t4~と示しtい

るe一震詑冬物本効投 Dの鑑溢を府守が北韓の長平では 1月。平均気温-1.2も，議爺-10.4

/ 

メぬ

cを示し.7 月を較機として怠敢に上昇し 8月念演点としてか左りの議議と設ゐ。 ~íJち平均気

漏22.100 ，最高260
0を恭九との点作物。栽培上有制攻議件となっτいる母年平均気機及

び5-9月平均気還は拘れも北麗，東認ともに甫程よ切込ま p高V¥Q 最高気温!江東f1jji最も

高<>>最低気識は東めはおよ嫡低 ν'\0 持水量は扇~'i)~最も多< ，泉内の多i説識に相当し

山体詑近づfにつれ漸増。傾向安示「九~別では 9 J:jが議大で，早響かも初夏氏少< .縛水器数

も耕作場明詑少〈パ D足から翌年3)j民集中し年平均階調誌数200日を数える.
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r近世に がける開発 j 

(1) 
捧続審毘顎 :宅問鰐枯木乎村の名カミ出てぐるのは先和年間(1ろ20)応馬疋牧場合算設

主主尺守端:克えて1ハる。 j絵本平は泥流の搾出し詑よって生t::tとと忌むれる邸周C小高I，r..丘織vr:

留まれだ設地状を乏し，中央部抗議場となっているa 乙も操な平現地で枕寄託漉したと己ろか

ら絡の牧場としt利用されずとものだろうーしかし，象応2年(1 653 )の白紙舵よれば F

三f:.i装兵構托命じて結木事村並花新間取立イ卑ぜ持けられ候処密矯或就ぜず依って牧場金立てる

と莞えている詣埠形的民抱一z水田可能地として新田を鍔とうとし免意志がうかがかれる俗

しかし，当時の還を寝技術としてきびしh商然灘境を克譲寸るむとが出来ず .~"!.r法〈牧場利用

陀とどまったものと，思われる麿その4競子が衣の日記ほも見られる詰翻ち元禄光年C1る88)

11J328日桔木乎村，牧之者共当作一切実成らず申換えっき s縮l1f.質上紙記詳報議，来年も不

作故皆引κ符汚けられ候，さ長年も去若手之渦例府け下し詰がれる旨申立詑就き相談の土皆与i認申

付け可主砲開閉友五兵器詑申竣換，しかしてζの喧の柏木平特段 12軒とあり ，tT<より 12

-3戸主りふえ?とる ζと在しと ftえてある。しかし， この頃職脅炭を焼いていずと事が次tl)

日制c-c知るととが出寝る。即ち先棒 2 年~ ( 1 6 8 9 ) 2Jj 1 6日，育活勘桔衛門，木立長

兵義者 s木立者友衛門命申立候者，党時間吉木平牧のfj布萌門と串-t'者綿々 .r.T勝手本知業f亡て

冬中も樹〈勤、串銭恐今丹十日の暁夫議栓{綾，比者鍛培民訴銭35匁積もみ半俵御米…憐半

J平常街路鍵恐々と誠治炭の前銭を受取っt酔った設か謹もみや米も情9.とい?とが結局生活治

機ず失事したものと思かれる。従って当時拭牧設や D設がら斤評議託銀治炭の斜堤をや t ， 

金謹は時付さ乱ていたも ([::rであるa しかも冬になると食議選識も容易でま~q)で 1 2月ψb

Z月迄:1.>:会宏一変詑給付してもらう様攻願犠も見られる。 しかし，貝焼き悲(-;78.3月c

大出宣言記絃つv\民一ßJ~警壌と~っている喝と (CJ年の 2)~ 1 0日夜ー若木山の r飢え.;t;0唱気1誌異

変で思議皆無と設診死者83人と伝われま各地陀蹴動が惹怒している。そのた逸民話婦のザ

むな~民軍乞堤ものと.思われる2
(2) 

北議拘いては肉薄紙(1687)の検地寝間ると E長平の戸数7軒本諮問る反

乙辞書嬬五町4夜4訟10告訴 s盤韓1皮る鉄 16歩，地球 1反7款 15捗(57所〉と見え

t事:r-!)tそ容器時すでに水田が甥かれて知ったととがわかる。徳明 JJI<D求を持説オくとして碍

用サることが出来地形が護主要斜であるため，求自治設置が比域的容易でみり，機高も 200

'IIl諮後約此J何者録、ぷ号泣求稲栽培の可能性部事ったと4忠かれる翁現政でも部五蓄の慈卦けと云

争点.る叡ポ4:!:ミ:ゑちヲ i可燃的提携採が強〈大部卦その会家戒は持分家沈没つ1・¥tlる。々 の本

?誌や注宅紋部幸容の中心部氏かず'1:，":まっτPt柚ぞとから発J嶋崎穴し'"tl，r..つ?とと忠われる静

ち見勺;近*.t乞さげのtは棒職地方-4，Xr乏王寺詣崎玲C議ん窓i帯端であ担、岩木1ti麓Kもそ
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の計画警の進めもれ.t，むし免事が認められるがき結木平のどとき 400mC('}痛い埠議では水

器設さまが無理で，牧議や誠艇の場所としt開発され免K:-t"ぎなかった。長乎も水田が開発言

孔てばいるが 1 戸平均 5JX強で，畑も 5反弱でありとうて~それだけでは自活がむずかレ〈富

民鎌怠等の鋭稜もと昔入れられたのではなかろうかs 来続O100m以上詑の集部の発生拡

見られ怠かつ免。

r明埼から糠.2次大戦前記の開発 j

期麓ぬ詰木乎拡がいτは明治 1.4侃(1 881鉱〉 κ開墾 z牧畜，繍林0目的安もって

中津議部提他数民1i:J言許認。下限藤守支社会お立し叱。政府からも費金 1万 8千舟を貸与し，明

治 15年 Sj3から事業者:錦絵し1tQ その時Z導入された家畿は牛20J覗，膳 19頭で為った咽

その後原野智借入れ ~æ焔佐i揺墾し格めたが収穫が十分にあがら'f，穆住者o事絡も思う￡.

う陀長まら授かつ免。明治 17年 (1884)詑提唱者の笹森氏を含めて 4戸常数えるのみ

であっむしかし，備制立〈経済訪比もゆきづ宮参を生じ粧品ずるもの安でで匙，明治55

年(1 902 )頃は牛馬む牧畜をやめ1::，単詑牛乳麗よりや安積語放牧しそのほかは炭焼き

で世舌を維持するのみであったaその頃には弘前の人々は退社し"1:，場木村の人々のみであ

っ花器遂に繕常頃峨々左手秋田県の某より地所。譲受付金希議活t1.たセめ332千円で婚礼

しずと。 更i吃弘時出身の峰EH民がそれをと 4万5千円で翼求め，大正 11年 (1922)から

蟻S農惑を!謂設したe 罷楼 800町歩のうち3，00町歩会議場整理綱して， 50tHf歩の水由化

喰成 1.....免。平野部のfj討すから零細遣を30入金集治水田館活安始めたが，海税法が冷えいとに

護持地の?とめ患う議決成果ιとげるととが出来ず途中で税活寸:f， 本りが多〈歩昭和12-

1 .3年 (1937)哨は'， 2戸位K減少したe したがって氷忌心みでは生活が出資ず 2組合

念作って営林議事ら箆;有I怖の払下げをうけ t製炭安雄めた。管理が総長J*'j>.b東奥義艶に移

るとふき鰭民は鴇艶の山営管理する代ち民援金鐘か~"t.j葉い聾う G民了かの山吉かきて 1000

俵製炭すればその主将分量議畿民締ゐ，残Dをj賢うと¥1¥う約束で水83と党絡む生活が拾った却

しかし毒水出への按存変江北殺に比較しt小さかっ吃と考えられる時

北龍む長平では明治35年(190 2 )戸数24芦，人口 150人で 1 戸-9-~均水乱均 1 !eJ

捗，:繍 51.又を経営し '"t.Si':?叱。家議。導入もな<， ~鴇操業。域合でなかった語大正 2 培

C19'i5)嘆営林寝から臨有捧の払下げをうけ提持議が拾っ吃c 木炭は平野部の建石や十

接待万預から仲買人が貰い民号誌な;弘前市へ{立制~;t1，吃。ぞ0当時穴践で拡中村家が 6町歩む

水問金総量し話噂子も 2人霊会犠でめっねえ雪作吻とし"t.r.I.菜議 eぞば o大涯を得手守げL.J 

茶話。そばは喝説得拐であったe
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またぞ必頃大経おむなま 2-3蕗の馬を飼育し，仔取りをやっ tい1to また乙の場所は岩木山の北

積~霊山arc~吃努華経伊沢，諜譜，金木方面からの鐙山容。宿唱はとこを利用し虎. 7月米

の登山樹詑拡大農家で 1 戸に 100入をもとゐず主導があると去っτいるーその様畦季節á"~お4ど

かねる農家が 10戸もあっすとーとの宿泊料も ζ わ都議。大きな夜入諌と左って泊先a とれば沖

2次大戦巡椀いずとカ人その後南議。程泉地帯詑ある磁沢，漁釜山口が番んにまると共詑褒散し

てv¥つヲヒ雌水明は 1戸平均約 1町歩であコ叱:6I~収識は議冷地C常として鑑〈度当 4 斗泣しか

とれず書薦;京米で捕う状諜であっ免。

東農の開発が始やられ?との立路孝011年からである。材住民は 100.....200m陀かけt緩

傾斜海が広〈葬悲してぬ?とので毒惑の;誌広告言。誇舗として平野部包郵すから入植者佐藤燃しむ

とれは戦後の開拓者と返って十号@登場診査を習をしずヒ上詑 120人のlli募者中36人が鴻ばれ

緋。詮衡後命米機場で一週明語習をうけ，掲寄宿舎託入って共需箆墾から稔つ史e

最初の予定は棋で開盟し 1戸当5町5反づて域三;かする計闘であったが，変更し

~章者が労賃 ît貰い攻がら関空寸る ζ とになっ沈砧湖何予定地は赤仕， ;書~，~拾の誌で，

が 1本 2娘で詩負わせられ宅。土地tctl苓i有地10 0町歩，民有地50町掛からなっtいるがー

湾脅協の払下げが謀説したFとめ認，;~ぎを議?道i協も i明者地。処で昂折せねばなら;党ゆっ叱。

惑では民有鴇0翼i訳鍔塔が 1反歩 15円。予定でるつ吃カI，持主拭30円でなけ札ば議らぬと

h う織統合しめしたりで，入掻者がそむ護額を負担することになき昭和15年 (1940)吃

解決し1to 入偶者はまとまった賞金をもって入って来たもむ誌殆んど設< Jその差詩作支払z

bんどの樹木共同菊詰告を発鶏し，約 1町会伝4どその面積詑あてたe 関認は総工費 205P1-e系ヰ

番目華 j魂5制審!愚人5割の負担で始めら札、 1戸平均 2530円。支出となっ?包帯 ζ心は喜作員

繕持饗金から貸与され軍 5年据聾24年賦であったe ととるがその後のインフレκょB貨幣i語

{彰Z下壊し負担が葬常に軽議され，犠んど瀦織を待免ず返済出来花。

ζの点戦後の開拓地と〈らべて慈愛れ免条件詑るつえと云え£うe畑地が患の調拓地である吃

め揚潟鈴馨，酉瓜，菓，大豆等'e作付けて煉宇中心。経営で給品られ7とが昭和 15年からき

んど樹佐とり入れ， 1戸当り 1町捗ずフ作付し?と.言んど苗木の共問栽培し吃 ζとがそむ謡翠

と箆られる.その頃から才2次大戦に突入して b 事，平野部。殺村倫欝も大競諜左京S単作地

帯で徴兵や書長暗の危め入手不足となり。開拓者に耕地の一部倉小作ぢぜ吃喝

大議V'1Iものでs反パ、ざいもので S筑の水田を経営する ζ と陀なつむ 1年i閣の自家飯米金曜

保也索吃ζ とは後等C営議詑安定説会与えたー経験にまって畿地改革制加礼ると水田も所有

寸るむとが出来，更詑結和24年(1 9 49 )詑はちんとの奴識も出来るよき詑左つt現金収

入の唱もふえ吃.
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最初共同調懇で坊っ叱媛揚地でほあるが，離婚の争解が進み現在では 1.5町-2 1/Jfがる 5~島で

一番多怖が，次が 11可-1.51Bfで.30'"量2町取上が 2211，1町以下が 159島となって泊る骨

漢窓議養護鎗吻な担んど，水補，野識で，りんどは都議にとっτ蒙現在者品作物となった骨

機産物販売金額別戸数の割合をえると 505以 kがる 2~~としめt 寄り，その主まるものがり

んど服売金端に友つ"'(1.I'l弘之友稲も自家消帯以外に供出している議家が大部かである畠野菜も

弘前記近〈交通の龍のぷ'^吃め碍品儲の蟻均が強<，東灘績が多〈作られ最近dいちと議場も

議詑なlつ免帯主体がちんど栽壊なので家奮の導入が少〈多めん羊が若干と参入tLられている陀

過ぎ左l.I'l碍動力機械も勅力噴霧鳴む普及率は高いが耕うん喰は非常に少'^轟

以上ζの時期の婦鶏拭平現地で水利の{更のあると ζ ろでは京国経蛍詑努力しずヒが，藤英技術

が進をず十分攻成果をあげるととが出来ず世自家飯米金曜保Mずるとともやっとの事であっ叱島

し1tがつt燃焼き B 出稼ぎ等ifC.t:.つtかろう乙て生揺してい吃部塔が主であっ吃e 東灘む強生

はそれにひきかえ最初から割醤的民開発が進められ，高品作物のりんと安?と参入れ叱事記ょっ

t成功し，~ら託平時青島D水砲を所有出喪?之こと詑安定性i'うる ζtが出来免措

f戦後の開拓 j

戦後食組事情の掛追や引揚者。入横手C解狩ずる7ためW'C:，山境地帯が再(}脚光をあびるととに

左つずと，揚;諾地は南識に砕いて標高200mから 500m迄の税額斜地K津軽羽黒，瑞穂，小

(5) 
森山縄指地 ，東畿では200mから 300mK治村ての媛環斜地民主号年生軍高杉，場。沢絹

布地量ヰじ躍では 100mから 200mの波設状の緩頓斜地夜和胡調籍地，首論ξは 400mか

ら500滋の傾斜地托芳 2松代錯i街地ポ立地するとと詑まった骨 ζのうち，上弥生が 54戸で

境地122.9町をもっ設大ωものであり，鵠は 20戸来脚r:1001Bf来鳴り開邦地である轟

戦後の鵡拓地はいず乱も貸本をもたず，戦後四混乱樹氏λって来た先め十分主計画もまかった脅

したがって近耀からの入撞者は実家への依存性が強ぐ，劣悪意設然、条件K酎えかねて離脱する

もの，ぞとまでいかまぐ tも出稼収入K依存するうわっ泊先調拓者が多かつ牝。したがって魚

賓むため夜来だ托立ち上がれまいものもある議状であるα しかし，一方鴻隷掲街地の如〈隣接

。枯木平から水田を噂入し，立波詑水田経営托成功をと3訴さめている部落もある，ぞれだぜでま

< ，描木平C縫民をも蘇生さをt:，水田経曽K努力を集中さぜるよう詑なった母また，持堵地の

みでな〈城存<T.i長平部品てな¥.I'lても議授の水密造成はゐざましV¥もぬがみり，識は言。約 2f音泣

に増大している由しかし， ζ とで崎繕K走る州議潜水の引dくでゐ丸山設の土械は火山灰質

土離で水沼托した場合i漏水が設しIAQ したがって地付読レ磯崎をやみ繍向が強1/¥0 かけ流し認さ

抵は水温を低めるだげ℃在<，多量1D7.t<を無駄にする，
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(~. Gコ祝令下流協の7.J<剖カミ手:J侭ナる場令γ 匂な利用ぷ出:寝者v¥ため水争輔ががζ ることである。

畏ヂで利唱している鮭ゑ!klr!下流艇にヱi(5flj棋があるタtAo漉水。発多忙まる.そのために今迄数回

lてゆえって裁判沙汰陀在っている手梨花とまるととは鴇形的ま繍係で水を上漉C水田詑利用し

た場合，射の機嫌K涜礼てしまって下流部托佐竹水がき般lてとな同事ぜある.摺拓也は水田詑

習守する強I.A執着，むをもちなポらも，水利痛をもセ胤ため水密新制z出来まいでなやんでvlる婿

が~In骨

(4) 
ζれちの隣.t4j陀対して書靖和35年詑共同経営ばよる実験農場が甫蹴忙殺立寄託先。若木

町高接部部の中経設立農家40戸?てよる有限会社で.その部活から 5名の噂話機長が出て省力

機械化詑よる営遺影設をとる畠耕地70ha ，採草地。放牧場22.1 2 ha. ，嬢物敷地1.68

ha. ， ~ヲタターによる・ぎ;授の犠繍化と新レ/込部母体系を採用しむ ζれをきっかけとして，寓

鍵mま挽!笥経営{てよる新し仇詩衛計請が議選されつつある硲

f 結 J
端末山箆の開発経遜を待代的詑昆て〈ると，堤義技術の幼稚金時代認はそ0土地浮5

用ポ牧場，探E草地等?と彼られていた晶劣悪念書然条件は耕鍾農薬を制約していたe しかし，結

構の発達.技術の進歩，時代の要輔が高度。土地税用を撞進さぜ，自然的繍i約を少しずつ解消

してき?と.しかしをがら，山艶の自熱的義件は一機でな<.そぎるぞれの性捲をもっている.

し4ヒボって語一的ま施策は漫Lbぜず，そ礼ぞれの議件陀最も適正、しずと彰で進められねばまら企

νーだろう.
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